
今後の方向性・対応（案）ご意見会議体

・まずは西部医療圏を設定し、
今後は必要に応じてｽﾎﾟｯﾄで市
町村単位での設定も可能であ
るため、引き続き検討する

・そのほかの地域（例えば東部医
療圏の中でも杵築市や国東市）
においても医師が少ない地域が
ある

・医師が多い地域も、高齢の医師
が多い地域もあるので、年齢構
成の分析もお願いする

地域医療対策
協議会
（3/24）

・要件に合致していれば、M＆A
である理由からの排除は難し
いが、地対協で個別の継承に
ついて協議する際に、地元医
師会の意見や加入状況等を把
握し審査する

・きちんと承継する者のみを支援
すること

・地域医療の担い手として的確な
人であることが重要で、営利を
目的としたM＆Aなどは認めない
など承継先を良く調べること

県医師会との
意見交換会
（5/14）

・今後、保険者の負担が想定さ
れる事業については、本部と
国で協議していくと思われる
が、今回はすべて国庫と県費
で対応するため保険者の負担
はなし

・この事業に関して、本部からの
情報提供や方針の提示はなかっ
たが、保険者への財政的負担は
あるのか

保険者協議会
（6/2）

２ 支援区域の設定に係る協議会等でのご意見

１ 趣旨・目的
今後も一定の定住人口が見込まれるものの、必要な医師を確保できず、人口減少

よりも医療機関の減少のスピードの方が早い地域などを重点医師偏在対策支援区域

（以下「支援区域」という。）と設定した上で、支援区域において診療所を承継又

は開業する場合に、当該診療所に対して、施設整備、設備整備、一定期間の地域へ

の定着支援を行うことにより、地域の医療提供体制を確保することを目的とする。

⇒西部医療圏を支援区域に設定

重点医師偏在対策支援区域における診療所の承継・開業支援事業について

資料２

３ 募集スケジュール

７月１４日 申請募集開始

・医師会あて文書及び県ＨＰで周知

・地元医師会へ情報提供

８月２１日 募集締切

（8月末が国への提出期限）

※応募なし

４ その他

・国による補助金の再募集が行われる場合は、改めて募集する予定
・西部医療圏以外の地域については、引き続き設定の検討をしていく

（県HP）
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（ 公 印 省 略 ）

医 政 第 ７ ４ ３ 号  

令和７年７月１４日

  大分県医師会長

日田市医師会長   殿

玖珠郡医師会長

                    大分県福祉保健部医療政策課長 

重点医師偏在対策支援区域における診療所の承継・開業支援事業の募集について

 医療政策の推進につきましては、平素から格別の御理解と御協力を賜り厚くお礼申し上げ

ます。 

さて、県では、今後も一定の定住人口が見込まれるものの、必要な医師を確保できず、人

口減少よりも医療機関の減少のスピードの方が速い地域などを「重点医師偏在対策支援区域

（以下「支援区域」という。）」と設定した上で、支援区域において診療所を承継又は開業

する場合に、当該診療所に対して、①施設整備、②設備整備、③地域への定着支援を予定し

ています。 

 先般、西部医療圏を支援区域に設定しましたので、本事業について貴会会員に周知いただ

きますようお願い申し上げます。 

  

記

１ 提出期限  令和７年８月２１日（木）

２ 提出書類

  【様式１】      ①～③の活用を希望する事業者（共通）

  【様式２，３】    ①施設整備事業を希望する事業者

  【様式４】      ②設備整備事業を希望する事業者

  【様式５－１，５－２】③地域への定着支援事業を希望する事業者

※県庁ホームページからもダウンロードできます。

   https://www.pref.oita.jp/soshiki/12620/jutenisihenzaitaisakusien.html 

３ 提出方法  

下記連絡先へ郵送または e メールにてご提出ください。 

＜連絡先＞ 

〒870-8501
大分市大手町 3 丁目 1 番 1 号

 大分県福祉保健部医療政策課 地域医療推進班 

メールアドレス：a12620@pref.oita.lg.jp 

担当：地域医療推進班 友利

〒870-8501 大分市大手町 3 丁目 1 番 1 号

ＴＥＬ 097-506-2658 
E-mail tomotoshi-noriko@pref.oita.lg.jp
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（参考：宮崎県ＨＰより）
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大分県における重点医師偏在対策支援区域の設定について

（西部医療圏を設定する考え方）

厚生労働省が提示する候補区域に該当
「①各都道府県の医師偏在指標が最も低い二次医療圏」

「③医師少数区域かつ可住地面積当たりの医師数が少ない二次医療圏（全国で下位１／４）」

それぞれに該当

第８次大分県医師確保計画において、医師少数区域に設定されており、偏在解消に向けた医師
確保対策を行うこととしている

二次
医療圏

偏在指標
区分

医師偏在
指標

可住地
面積

医師数
可住地面積当
たりの医師数

①各都道府県の

医師偏在指標が

最も低い二次医

療圏

②医師少数県の

医師少数区域

③医師少数区域かつ可

住地面積当たりの医師

数が少ない二次医療圏

（全国で下位1/4）

東部 多 267.2 327.16 665 2.03 0 0 0

中部 多 291.2 450.57 1,903 4.22 0 0 0

南部 中 190.6 120.54 145 1.20 0 0 0

豊肥 中 203.1 301.16 109 0.36 0 0 0

西部 少 178.0 219.61 150 0.68 1 0 1

北部 中 202.9 376.01 326 0.87 0 0 0

【参考】候補区域に係る具体的データ

他の事業に先駆けて、「重点医師偏在対策支援区域における診療所の承継・開業支援事業」

に係る重点医師偏在対策支援区域の設定を行う必要がある

方針
（案）

まずは西部医療圏を設定し、そのほかの医療圏（もしくは市町村単位）の設定につ

いては、今後も議論を継続していく（令和６年度第二回地域医療対策協議会（R7.3.24））

＜参考＞
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